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　AMS 測定により得られた炭素 14 年代値には炭素 13 同位体比と測定施設のラボ番号が付される。
炭素 13 同位体比は，炭素 13 の炭素 12 に対する同位体比の標準試料に対する偏差で，千分率で表
される。炭素 14 年代は，炭素 14 濃度（14C/12C 比）の測定によって得られた値を炭素 14 年代に換
算した値で示されている。炭素 14 年代値は，西暦 1950 年に相当する大気炭素 14 濃度基準値に対
する試料の濃度比から計算されるモデル年代で，δ13C の同位体分別効果補正（-25‰に規格化）を
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きる。後の天文 14 年（1545）「柏尾山諸堂覚書写」，同 24 年『柏尾山造営供養記案』によれば，大
善寺は天禄 2年（971）に三枝守国によって薬師堂が建立されたという。三枝氏との関係は銅経筒
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　文永 7年火災後の弘安 7年（1284）8 月 23 日，鎌倉幕府は関東御教書により，柏尾山寺本堂大
善寺造営のための，甲斐国中の勧進を認めた。しかし，同 9年 12 月に先の関東御教書を紛失し，

























































































































とした。得られた試料は標準的な前処理および AMS による炭素 14 年代測定を一括して（株）パ
レオ・ラボに委託した。
　調査した 3 部材はいずれもウィグルマッチ法を用いて最外年輪の年代を求めた。その結果，東柱
は 1067～1089 年（ピーク値 1078 年），西柱は 1280～1292 年（ピーク値 1286 年），「を四」柱は
1227～1243 年（ピーク値 1235 年）と得られ，西柱は刻銘に記された弘安九年と合致する年代となっ














部材 年輪位置 測定番号 δ13C（‰）※
14C 年代
（yrBP±1σ）
較正年代 ピーク値 総年輪数 辺材
東柱「を二」
63年輪
1年目 PLD–7357  -25.89±0.20  890±20
1067～1089 1078 40年輪 確認不可
10年目 PLD–7358  -28.50±0.27  1010±25
20年目 PLD–7359  -26.54±0.27  925±20
30年目 PLD–7360  -26.76±0.23  935±25
40年目 PLD–7361  -24.51±0.15  925±25
50年目 PLD–7362  -32.46±0.33  1000±25
60年目 PLD–7363  -28.19±0.13  1005±20
西柱「を十二」
46年輪
1年目 PLD–7671  -27.88±0.19  685±20
1280～1292 1286 63年輪 確認不可
10年目 PLD–7672  -25.10±0.15  730±20
20年目 PLD–7673  -34.21±0.56  760±25
30年目 PLD–7674  -27.23±0.26  825±25
40年目 PLD–7675  -25.20±0.13  850±20
背面柱「を四」
97年輪
10年目 PLD–9835  -25.39±0.20  800±20
1227～1243 1235 97年輪 確認不可50年目 PLD–9836  -25.16±0.21  860±20




































チ法で解析した。得られた年代は 1227～1243 年（ピーク値 1235 年）と得られた。東柱と同時期で
はなく，西柱より 50 年程度古い結果となった。
2–6　考察
　大善寺本堂の北側隅柱のうち東柱（「を二」柱）は 1067～1089 年（ピーク値 1078 年），西柱（「を
十二」柱）は 1280～1292 年（ピーク値 1286 年），さらに追加測定した「を四」柱は 1227～1243 年
（ピーク値 1235 年）という結果が得られた。
　測定された西柱の年代は刻銘の弘安 9年＝1286 年とよく対応しているが，東柱の年代はそれよ















　「を四」柱については，弘安 9 年より 50 年ほど古いが，二つの可能性を考えられる。
①　柱径を整えるために削られており，現在の最外層年輪が伐採年に該当しない可能性。
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数が少ないと想定できる。年代は最外層で 1本が 1642～1661 年，もう 1本が 1661～1671 年と得ら









　旧土肥家隠居屋住宅の柱材 4本，梁 1本，敷居 3本はいずれも当初の材の可能性が高く，建築年









家編年からも，19 世紀の年代を排除することが適当と考えられ，選択された 1700 年頃の年代は墨
書の宝永三年によく合致した結果となった。
　旧土肥家本家住宅・隠居屋住宅は，解体調査および年代調査の結果を活用した復原整備が行われ，
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1年目／23年輪 PLD–9332  -26.67±0.16  270±20
1642–1661
（1652）
スダジイDOI–3 10年目／23年輪 PLD–9333  -27.68±0.14  275±20
DOI–5 20年目／20年輪 PLD–9334  -25.48±0.14  315±20
DOI–8
本家柱「へ二」
5年目／25年輪 PLD–9339  241±18  240±20
1661–1671
（1666）
スダジイDOI–10 15年目／25年輪 PLD–9340  -26.18±0.17  230±20
DOI–12 25年目／25年輪 PLD–9341  -28.00±0.14  295±20
DOI–18
本家梁「へ四–へ二」
1年目／29年輪 PLD–9335  -25.44±0.15  450±20
異常値 スダジイ
DOI–20 10年目／29年輪 PLD–9336  -26.37±0.11  560±20
DOI–22 20年目／29年輪 PLD–9337  -25.20±0.16  765±20
DOI–24 29年目／29年輪 PLD–9338  -26.08±0.13  735±20
DOI–26
本家梁「へ四–へ五」
1年目／23年輪 PLD–9342  -25.56±0.13  1130±20
異常値 スダジイDOI–28 10年目／23年輪 PLD–9343  -28.08±0.12  595±20
DOI–31 23年目／23年輪 PLD–9344  -31.72±0.16  310±20
DOI–32
本家差物「に四–ろ四」
1年目／42年輪 PLD–10207  -26.79±0.16  730±20
異常値
スダジイ
DOI–33 5年目／42年輪 PLD–10208  -26.45±0.19  545±20
DOI–35 15年目／42年輪 PLD–10209  -27.83±0.19  205±20 1683–1712
DOI–37 25年目／42年輪 PLD–10210  -28.26±0.13  465±20 異常値




























タール汚染のため，異常値が測定されたが，PLD10209 のみ 205±20yrBP という，妥当な測定値
が得られた。試料採取時の写真からも，この試料採取部分（表面から 15 年輪相当）は，着色が薄く，
汚染されていなかったと考えられる。この PLD10209 について，暦年較正を行った結果，最外年輪
は 1683～1712 年（ピーク値 1697 年）となった。「に四～ろ四」差物部材の伐採年は樹皮層までの

















理によってセルロース抽出したものについて測定を行った。得られた炭素 14 年代値は 265±20 
yrBP となった。この炭素 14 年代値は，当初材である「に四」柱（10 年目試料が 275±20 yrBP），「へ
二」柱（15 年目試料が 230±20 yrBP）ときわめて近い値である。No. 43 試料の年輪位置を最外部
より 10 年輪内側と仮定し暦年較正すると，1 点のみの測定により，1537～1565 年（17%），1643～
1675 年（74%），1795～1805 年（4%）の 3 つの年代値が得られた。このうち，1537～1565 年と，
1795～1805 年は信頼性の確率が低いことと，建築史学の見地から除外してよいと思われる。その
場合，No. 43 試料（「へ二～り二」梁）の 1643～1675 年は，「に四」柱（1642～1662 年），へ二柱（1660
～1671 年）と同時期となる。この年代値は，外皮除去部分を考慮していないので，住宅建築年は，
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DOI–39 5 PLD–9346  -24.87±0.13 90±20
DOI–40 10 PLD–9347  -26.59±0.17  105±20





PLD–12329  -24.41±0.19  135±20
1698–1715
（1700）
スダジイDOI–43 28–32 PLD–12330  -25.59±0.15  145±20









DOI–46 12–16 PLD–12333  -26.00±0.18  135±20
DOI–47 22–26 PLD–12334  -26.15±0.21  160±20





PLD–12336  -25.44±0.15  145±20
1706–1717
（1709)
スダジイDOI–50 12–16 PLD–12337  -25.69±0.15  110±20









DOI–53 11–15 PLD–12340  -24.07±0.17  135±20
DOI–54 16–20 PLD–12341  -24.38±0.25  175±20





PLD–12343  -23.53±0.15  105±20
1705–1732
（1715）
スギDOI–57 11–15 PLD–12344  -23.82±0.14  110±20





PLD–12346  -22.34±0.21  140±20 1683–1708
（1696）
スギ





PLD–12348  -23.59±0.29  110±20
1701–1737
（1708）
スギDOI–62 11–15 PLD–12349  -22.10±0.26  140±20












分は数年以内程度と考えられる。得られた年代は 18 世紀初頭と 19 世紀に確率が存在するが，建築
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加工による削平部分の年輪数は数年と推定される。得られた年代は，18 世紀と 19 世紀に確率が存








17 世紀末期と 19 世紀に確率が存在し，建築史的な観点から 19 世紀の可能性を排除できる。最外
層の年代は 1689～1704 年（ピーク値 1698）と得られる。
3–4–6　隠居屋「ぬ十二～を十二」敷居
　隠居屋「ぬ十二～を十二」敷居は年輪幅の大きいスギ材で，辺材を確認できなかった。得られた
年代は，18 世紀初頭，19 世紀に確率が存在し，建築史的な観点から 19 世紀の可能性を排除できる。
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代は，17 世紀末から 18 世紀初頭，18 世紀後期，19 世紀に確率が存在し，建築史的な観点から 19
世紀の可能性を排除できる。最外層の年代は 1683～1708 年あるいは 1732～1780 年と得られる。
3–4–8　隠居屋「を六」柱
　隠居屋「を六」柱は辺材を確認できなかったが，年輪幅の大きいスギ材で，加工による削平部分
の年輪数は数年程度と推定される。得られた年代は，18 世紀初期と 19 世紀に確率が存在し，建築




























この標準パターンのwiggle によって，可能性のない 19 世紀の年代が得られたのであり，当住宅建
築の歴史的経緯および建築痕跡調査の知見から 19 世紀の年代は排除される。以上より，「ち十」柱








　上手妻側の「た八～た十」敷居はスギ材で，17 世紀末から 18 世紀初頭（1689～1704 年，ピーク
値 1698 年），19 世紀前期の年代が得られた。表側の座敷正面上手側 1間の「ぬ十二～ち十二」敷
居もスギ材で，18 世紀初頭（1705～1732 年，ピーク値 1715 年），19 世紀前期の年代が得られた。
表側の座敷正面下手側 1間の「ち十二～ぬ十二」敷居もスギ材で，17 世紀末から 18 世紀初頭（1683
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共通する年代は 18 世紀初頭と 19 世紀前期である。19 世紀前期の年代は建築史的知見から排除さ
れるため，18 世紀初頭の年代が推定される。測定した敷居 3本の年代が同時期であるなら，宝永
三年の当初建築時の部材である可能性が高い。
　ナカノマ後部の「を六」柱は 18 世紀初頭（1701～1737 年，ピーク値 1708 年）と 19 世紀，20 世
紀の年代が得られた。19 世紀・20 世紀の年代は建築史的知見から排除され，18 世紀初頭の年代が
推定される。これに相対するナカノマ後部中央の「か六」柱は 18 世紀初頭（1694～1720 年，ピー
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　重要文化財三木家住宅主屋の柱材 5点について炭素 14 年代測定調査を行った
（2）
。












　「ろ 2」柱（三木①）は 1527～1557 年（30%）と 1633～1661 年（65%），「ろ 3」柱（三木②）は
1596～1637 年（93%），「ろ 4」柱（三木④）は 1599～1628 年（95%），「に 3」柱（三木⑤）は
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　解析は，国立歴史民俗博物館製解析ソフトウェア RHC32.w で，較正曲線は IntCal04 を用いたが，






下にて行った。最外層の年代は 1527～1557 年（30%），1633～1661 年（65%）と得られた。1 点の
みの測定のため，16 世紀と 17 世紀の 2 か所に確率が存在する。16 世紀の年代ならば「ろ 2」柱が
前身建物の再用材と考えられるが，「に 5」柱と同時期の年代を示していることと外観観察で材質
表 4–1　重要文化財三木家住宅測定結果









三木2–2 PLD–9378 10年目  -23.50±0.14 365±15
1596～1637（93%） ニヨウマツ三木2–5 PLD–9379 40年目  -23.82±0.15 335±20
三木2–8 PLD–9380 65年目  -24.85±0.19 315±20
三木④柱「ろ4」
三木4–1 PLD–6502 最外層  -22.76±0.16 355±15
1599～1628（95%） ツガ
三木4–9 PLD–11720 74年目  -24.99±0.14 270±20
三木⑤柱「に3」
三木5–1 PLD–11721 67年目  -23.05±0.12 325±20
1562～1643（95%） ニヨウマツ







PLD–11723  -23.01±0.14 350±20
PLD–14423  -23.53±0.11 350±15
三木8–3 PLD–9382 111年目  -25.51±0.24 345±20
三木8–5 PLD–9383 91年目  -25.02±0.16 310±20
三木8–8 PLD–11724 61年目  -25.18±0.19 350±25
三木8–9 PLD–14424 51年目  -23.65±0.11 400±20





PLD–14426  -23.29±0.11 370±20





PLD–11725  -25.15±0.15 290±20












（2%），1596～1637 年（93%，ピーク値 1618 年）と得られた。年輪幅は 1～2 mm程度のニヨウマ












（2%），1596～1637 年（93%，ピーク値 1618 年）と得られた。年輪幅は 1～2 mm程度のニヨウマ












である。採取は柱立ちのまま床下にて行った。最外層と 60 年目の 2点をウィグルマッチ法で解析
を行い，最外層の年代は 1562～1643 年（95%）と得られた。2 mm程度の年輪幅から製材時削除
年数を 20 年程度とすると，17 世紀前半から中頃の伐採年と推定される。
4–3–5　三木⑧「に5」柱






年輪 No. は内と外が逆になっている。ウィグルマッチ法で解析を行い，最外層の年代は 1642～
1643 年（2.9%），1646～1647 年（2.6%），1650～1657 年（82.8%，ピーク値 1653 年），1659～1660
年（7.8%）となった。年輪幅は 1～3 mm 程度のツガの柱で，辺材部分が 4 cm 程度ならば製材時
削除年数は 20～40 年程度となり，その場合，17 世紀半ばから後半の伐採年と推定できる。
4–4　考察
　重要文化財三木家住宅の柱材 5 点について放射性炭素年代測定・解析を行った結果，三木家住宅
主屋のナカノオモテ正面側の三木②「ろ 3」柱と三木④「ろ 4」柱は最外層年輪が 17 世紀初期，サ
キオモテ・テングノマ下手境の三木⑤「に 3」柱が 17 世紀前期，サキオモテ正面中央の三木①「ろ
2」柱とおよびナカノオモテ・オク下手境の三木⑧「に 5」柱は 17 世紀中期の年代が得られた。こ
れらの柱がすべて同時期の材で，三木家住宅建設時に伐採され用いられたならば，下限の年代を示
す「に 5」柱より，三木家住宅は 17 世紀後半の時期に建設されたと考えられる。この結果は，こ
れまでの建築史による三木家痕跡復原調査による年代観とほぼ合致する結果となった。
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（ 1 ） 奈良国立文化財研究所・徳島県教育委員会編，
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「AMS 分析による成立期近世民家の年代判定」（研究代
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はマチ針を使用した。マチ針は 20 年ごとや 50 年ごとに頭の色を変えると年輪数が多くなっても間
違えにくい。
　暦年較正曲線 Intcal04 は，年輪年代法で年代の判明した年輪試料の炭素 14 年代値を測定して作
成した，1950 年から 1万 1800 年前までの暦年代と炭素 14 年代値の相関グラフである。年輪試料









AMS法の場合必要試料量は 20 mg 以上で，これは爪楊枝の 6分の 1程度の量である。但し，採取
した試料から汚染部分を取り除く必要がある。また再測定が必要な場合もあり，可能であれば
100 mg 程度の採取が望ましい。歴史的建造物の修理工事では，材の繕いなどで相当部分が廃棄対
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Radiocarbon dating was applied to culturally significant historical buildings and its effectiveness 
was made clear. The results of the dating for the main hall of the Daizenji temple (National Treasure), 
the former head and branch houses of the Doi family, and the Miki house (Important Cultural Property) 
were reported as case studies. The methods for selecting materials to measure and extracting samples 
when dating culturally significant historical buildings were shown. This suggested the necessity of 
developing research into dating buildings from measuring the age of their materials in order to get the 
age information of the building from the outermost age layer of the material.
Key words: Culturally significant historical buildings, Radiocarbon dating, Daizenji temple main hall 
(National Treasure), Doi Houses in Hitachi Seaside Park, Miki House (Important Cultural Property)
Radiocarbon Dating and Research on Historical Buildings in the Middle 
Ages and the Early Modern Times: Case Studies of the Daizenji Temple 
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